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Ⅴ．特記事項  

 

「No.1 インターネットオープンユニバーシティ」を目指して（中期目標より） 

1. 完全インターネットによる教育機会提供 ～「自己の価値向上」の「学び」を支援～ 

平成 19(2007)年 4 月に開学したサイバー大学は、通学一切不要で学士号（IT 総合学）の

取得が可能な完全インターネット制の大学である。親会社であるソフトバンクグループの

事業資産を活かし、受講者が所有する様々な端末での学習を可能とした学習管理システム

「Cloud Campus」を独自開発して、ICT 活用教育の発展に注力している。こうした新たな

形の学修環境の構築により、多忙な社会人学生でも働きながら学修を継続することが可能

であり、「建学の理念」に基づく本学設置会社の経営理念「情報革命で人々に学習の機会を」

に則り、地理的・時間的な制約を受けずに幅広く大学教育の機会を提供している点が、本

学の大きな個性・特色である。学長のリーダーシップの下、教職協働体制による大学運営

の改善努力を継続してきた結果、令和元(2019)年 5 月 1 日時点の在学生数は 2,669 人（収

容定員充足率 106.8％）に到達し、中長期的に財務基盤は盤石な状態である。 

 

2. IT 分野での社会人のリカレント教育 ～高度 IT 人材育成 / 教育課程充実と質保証～ 

経済産業省による調査結果では、今後 IT 人材の不足が深刻化するという予測がされてお

り、本学が教育目的に掲げる高度 IT 人材の育成は、社会的な要請に応えるものといえる。

本学では、平成 28(2016)年 4 月に、IT リテラシーの総合的な向上を目指す「IT コミュニ

ケーションコース」、平成 30(2018)年 4 月に、AI（人工知能）のアプリケーション開発や

AI を用いた様々な課題解決について学ぶ「AI テクノロジープログラム」を新設し、近年、

内閣府が提唱する「Society 5.0」で実現する社会への適応を見据えた教育課程の充実を

図っている。教育実施体制として、本学では授業設計や制作に関わる教育質保証のガイド

ラインを各種整備しており、科目担当教員は、教育工学の専門性を有するインストラクショ

ナルデザイナーの支援の下、授業コンテンツ制作を通して教授方法の工夫・開発に取組ん

でいる。プログラミング教育や卒業研究など、オンライン環境でのアクティブ・ラーニン

グの実践にも注力し、組織的に教育効果の向上に努めている。 

 

3．「Cloud Campus」構想 ～最先端の e ラーニングシステムによる産学教育連携～ 

本学の付随事業として、学内で開発・運用してきた「Cloud Campus」を大幅にバージョ

ンアップし、平成 29(2017)年 4 月より学外提供を開始している。令和元(2019)年 5 月 1 日

時点で、他大学や法人など 81 団体が利用中であり、販売提供数を堅調に増やし続けている。

教育研究連携の実績では、平成 28(2016)年 5 月からの約 2 年間、東京大学大学総合教育研

究センターと共同研究契約を締結し、教育コンテンツの共有や流通を可能とするプラット

フォームの構築に関して実証実験を行ってきた。新しい「Cloud Campus」の外部評価とし

ては、平成 29(2017)年 11 月に、一般社団法人日本 IMS 協会が主催する「第 2 回 IMS Japan

賞」（テクノロジーを活用し、教育分野に多大な貢献をした事例を顕彰する賞）の最優秀賞

を受賞している。今後も株式会社立大学ならではの教育事業展開として、「Cloud Campus」

の導入支援を通じて、他大学等との教育ネットワーク形成や専門職教育における企業との

産学連携などを更に積極的に推進することを目指している。 


